







































A Study on the Function of a Plant Factory and the Possibility of Business:
Centered on Value Added Creation and Design of a House Builder
 當　　間　　勝　　正 倉　　方　　雅　　行 当　　間　　政　　義
 Katsumasa Toma  Masayuki Kurakata  Masayoshi Toma
【要旨（Abstract）】
　The business called “a plant factory” attracts attention in recent years. Currently, consumers have shown 
a great interest in the security and safety for foods. Food poses a problem of economy by disaster, an 
international transaction, etc. The design of the system which is stabilized and can supply this food will be 
hurried. And if this view is developed as a new business model, the way of the stable foods reservation will 
also be opened. Then, examination of the concept of this plant factory and the grope of new business are 
needed. It is thought that the design which adds especially the function to an individual residence leads to 
development of new industry. This research examined the possibility of the house-builder as examination 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（令第 46条並びに告示第 1351号及び第 1352号関
係）の小屋裏，天井裏その他これらに類する部分
に物置等がある場合において，当該物置等の最高
の内法高さが 1.4メートル以下で，かつ，その水
平投影面積がその存する部分の床面積の 2分の 1
未満という関係条文を使い，住宅における空間を
利用し緑のデザインをする（なお，この関係条文
を使用する際は，所轄官庁と協議が必要である）。
それが小屋裏空間を利用した A-Type（注意：物
の出し入れのために利用するはしご等は，固定式
のものとしないことと指導が入る場合もある），
基礎上の空間を利用した B-Typeの空間利用など
が考えられる。 
　また，日々日常的に開放したロフト空間を利用
し，緑の見える化をすることで「癒し」のデザイ
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図 8　コート・ハウスに植物工場の機能を付加した図
出所：筆者作成
図 9　Type-A（小屋裏を利用したイメージ図）
出所：筆者作成
図 10　Type-B（床下空間を利用したイメージ図）
出所：筆者作成
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り，食料問題は危機に瀕している情況といっても
過言ではない。本稿の取り組みとして，植物工場
を取り上げ，検討してみた。これは，産業という
枠を越え，また異分野にまたがるものである。こ
れをビジネスという視点から見ていくと，そこに
は社会イノベーションともいうべき新たな課題が
浮き彫りになるのである。従来の農業従事者が農
産物を生産するという行為に対して，植物工場
は，新たなビジネスを創造する試みとなろう。そ
して，植物工場の機能に着目することで，新たな
ビジネス創造として展開される可能性を秘めてい
る点に，本稿でも取り上げ，着目する意義があ
る。そこでの相応しい用語として，「地産地消」
から「店産店消」への流れは，これまで他の様々
な分野で議論されてきたとおりであろう。そし
て，この考え方を個別住宅へ援用するなら，家庭
という単位に焦点を当て，「個産個消」や「戸産
としては，価格的に安価ではなくなろうが，製品
として考えてみると，競合他社と比較した場合，
非常に競争力のある製品創造になるといえるので
はなかろうか。
　以上，本稿で検討してきたように，植物工場は
その機能とともに，既存ビジネスの多角化として
応用の可能性がある。とりわけ食品関係の産業に
おいては安定した経営を行っていく上では非常に
重要なビジネス展開となろう。また，居住・空間
をビジネスにする建築業界においても，新築や中
古住宅へ価値を付加した再販など，新たなビジネ
スの創造が可能である。
8．むすび
　現代は，まさに，地球環境のサスティナブルと
同じくらい，人間のサスティナブルも重要であ
図 11　Type-C（部屋を有効利用したイメージ図）
出所：筆者作成
表 1　植物付き個別住宅における考慮すべき点
1 植物工場機能付き個別住宅に必要な肥料と道具の費用
2 植物工場機能付き個別住宅に必要なインフラストラクチャ
3 植物工場機能付き個別住宅で栽培可能な野菜の種類と今後，可能な野菜
4 植物工場機能付き個別住宅での 1ヶ月の電力消費量（LED電球）
5 植物工場機能付き個別住宅での 1ヶ月当たりの水消費量（各野菜ごと）
6 植物工場機能付き個別住宅での 1ヶ月当たりの肥料消費量（各野菜ごと）
7 植物工場機能付き個別住宅での温度調節と各野菜の適温
8 植物工場機能付き個別住宅での帖数（広さ・高さ）別収穫量
9 植物工場機能付き個別住宅での栽培における制御システムの有無
10 植物工場機能付き個別住宅での長期保存とストックヤードの必要性と方法
11 植物工場機能付き個別住宅で収穫した野菜をもとにできるコミュニティー
12 植物工場機能付き個別住宅におけるユニークな栽培方法は？
13 植物工場機能付き個別住宅の利点と欠点
出所：筆者作成
28
植物工場の機能とビジネスの可能性に関する一考察
［付記］
　本稿は，和光大学総合文化研究所プロジェクト
（2012年度）「企業の多角化と個別ビジネスの可能性
を探る─植物工場を中心として─」の研究助成によ
って始められた研究によるものである。
　なお，本稿の担当箇所は以下の通りである。
・當間勝正：Ⅰ，Ⅴ，Ⅵ─1・2，Ⅶ，Ⅷ
・倉方雅行：Ⅵ─3，デザインのアイデアなど
・当間政義：Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅷ
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は」『農林水産省』〈http://www.maff.go.jp/〉（2012年 9月
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日本が注力して追随しようとしても 6～7年遅れているとい
われている。この点については次の文献を参考とした。古
在豊樹「進化する植物工場の未来と課題」，『SRI
（No.103）』2010年，pp. 3─7参照。
7）高辻正基『前掲書』，p. 4より引用。
8）株式会社リバネス「植物工場ラボ」〈http://plantfactory.
info/plantfactory/〉（2012年参照）。
9）日立総合研究所を退職後，植物工場学会の創設に尽力し，
大学において講義をする等，植物工場における日本におけ
る第一人者である。高辻正基『植物工場』講談社ブルーバ
ックス，1979年。
10）植物工場についてのブームについては，このテーマを扱う
様々な文献に記されている。そのため，全てを挙げること
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新たな新規ビジネスとして植物工場分野への参入
を戦略的に考えるなら，多角化の方向としてビジ
ネス参入の調査研究を行う必要がある。この点に
ついても次なる課題である。
　消費者にとって安価で経済的に負担のかからな
いシステムとして，個別住宅を求めるならば，植
物工場機能を付加したものを考える必要がある。
しかしながら，現時点では，平素の生活を営んで
いく上では，初期投資を購入するシステムを安価
にしない限り，施主個人がその必要性を感じない
と考えられる。植物工場機能を付加した住宅は，
何よりもまず，コストダウンへの努力が急務であ
ろう。このような意味からすると，植物工場の機
能を個別住宅に組み込むアイデアを検討すること
は，少し早まった議論であるかもしれない。しか
しながら，既にソーラーエネルギーや個別発電シ
ステムなどの HEMS（ホームエネルギーマネジ
メントシステム）が住宅へ組み込まれつつある。
このような状況を考慮した上で，その次の世代の
個別住宅（あるいは住宅業界・建築業界）のあり
方を問うならば，まさに本稿で検討してきたよう
に，植物工場の機能を付加した居住空間としての
住宅ビジネスということになるであろう。この居
住空間の中に，空きスペースの利用と植物工場の
機能を付加した住宅におけるデザインとしては，
まさにコート・ハウスの原理が相応しいと思われ
る。また，植物工場の機能を付加した場合，野菜
などの食料のみならず，癒しの緑や空気清浄機能
の効果などが得られる利点があることは否めない
のである。以上，植物工場機能付き住宅について
は，本稿で検討してきたとおりある。今後，住宅
メーカーおよび建築業界において，「個産個消」
や「戸産戸消」あるいは「家産家消」の形成を実
現させる可能性を考えるならば，必要となる設備
の条件やコストの積算シミュレーションが大きく
関わりを持つことになろう。これらの点について
は今後の課題とする。
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「対論　高辻正基　農業ビジネスの産業化と今後の行方─植
物工場が目指すあるべき「食」の姿」〈URL：http://www.
hitachi-hri.com/〉（2012年 10月参照）。
12）この植物工場一覧のデータは，平成 21年（2009年）のデ
ータである。「植物工場の事例集」，『経済産業省』〈http://
www.meti.go.jp/policy/local_economy/〉（2012年 10月参
照）。
13）『環境ビジネスオンライン（2011年 11月 7日）』〈http://
www.kankyo-business.jp/〉（2012年 10月参照）。
14）植物工場についてのメリットおよびデメリットについては，
高辻正基『前掲書』をはじめ，様々な文献に記されている。
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 山形県庁「地域農業に新技術（植物工場）を導入した事業
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書』p. 198，表 140を参照。〈http://www.pref.yamagata.jp/〉
（2012年 11月参照）。
 
植物工場のメリット・デメリット
メリット デメリット
●天候の影響を受けること
なく，安定的な生産が可能
●周年生産が可能
●単位面積当たりの高い生
産性，土地生産性が高い
●無農薬栽培が可能なので
無洗浄の生産物ができる
●高付加価値物質の生産
（健康・高機能成分・医
療・薬剤用たんぱく質）
●施設の立地条件を選ばな
い
●省力化，自動化が容易
●土壌を用いず，連作障害
がない
●培養液の循環利用により
環境への負荷が少ない
●快適な労働環境
●作業・労働量の標準化が
図れる
●計画的な生産が可能
●建設費とランニングコス
トが高い。（植物工場の事
例から，通常の大型園芸施
設に比べて 17倍，ランニ
ングコスト（光熱費）に至
っては 47倍もの経費がか
かるという試算結果もあ
る。）
●生産コストに占める減価
償却費，電気料金の割合が
高い。（果樹植物工場の事
例では，ランニングコスト
のうち施設償却費用等の割
合が 25％，電気料金 18％，
人件費 26％，物流や包材
費も 14％という試算結果
がある。）
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摂取することが良いとされることからすれば，植物工場で
栄養価を調整された生産物を摂取することへと治療におけ
る変化も起こるかもしれない。
16）古在豊樹著「進化する植物工場の未来と課題」，『SRI
（No.103）』p. 6，2010年。
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照。
18）実は，この研究については，信州大学繊維学部において既
に行われているようである。太陽光を効率的に集めて，光
ファイバーを用いて転送する装置であり，人工光と太陽光
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2008年。
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トーマス・ハウフェ，藪亨訳『近代から現代までのデザイン史
入門』晃洋書房，2007年。
日本施設園芸協会『養液栽培のすべて』誠文堂新光社，2002
年。
森啓『デザイン原論』女子美術大学，2008年。
ほか
（2012年 11月 21日　編集委員会受領）
書房，1974年，pp. 56─57参照。
36）この図表 1に示されたコート・ハウスの図は，もともとの
図面を筆者が簡素化したものである。オリジナルとしては，
日商建設株式会社によって建築（井内清志氏デザイン）さ
れ，埼玉県川越市今成 4丁目に存在している。
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